
Fundamental plane 
• SFR, M*, metallicityによる空間内で、銀河は単一の平面上に分布する 
• 初期宇宙の銀河は、この関係に乗らない？ 
• これまで、初期宇宙のmetallicity測定はできていなかった 
• JWST/NIRSpecによりz~10でも金属量の測定が可能になったので、
初期宇宙におけるfundamental planeを調査した

Mass-metallicity relation 
• 12+log(O/H) = 0.3 log(M*/M*)+5.15, 
with a 0.15 dex scatter 
• Z~6の[OIII] emitterの結果とよく合う 
→ z=6から8で進化はない 
• Local relationと比べると、metallicityは
5σ (ほぼ1dex) 小さい 
• z=3.3のSFGと比べて0.25dex小さい 
(2σ) 
• simulation (の外挿) と比べると若干大き
い 
→ 予想されるよりも化学進化が早い
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A fundamental plane of galaxy assembly and chemical enrichment  
within the first 700 Myr after the Big Bang

• M* : SED fitting with NIRCam photometry 
• [OIII]4959, 5007, Hβ, Hγ, [OII]3726, 3729 
(RXJ-z950のみ[OIII]4363も分解) 
• Hβ/HγはCase Bによる予想値とconsistent 
→ low dust content 
• M*-SFRはmain-sequenceを形成 (localより5σ高く、
z=4より1σほど高い) 
• MetallicityはO32 ([OIII]/[OII])より推定 
• RXJ-z950は[OIII]4363が分解できているので、direct 
Te-methodでも推定 
→ O32とよく合った

Fundamental relation 
• z=0でのFMRを仮定してSFRとM*から推
定されたmetallicityと実測値との差をプ
ロット 
• Local relationと比べて系統的に小さい
metallicityを示した 
→ 初期宇宙の銀河はlocalのFMRに乗ら
ない 
• 初期宇宙銀河での急激なmetallicityの減
少は、IGMからの急速な中性ガス流入に
よるmetallicity希釈により説明可能 
• 理論的には、最初の1-2 Gyrに急速な　
IGMからのガス降着があり、銀河を急速
に成長させたと予想されている


